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東
北
大
学
か
ら
の
活
動
報
告

「
農
免
疫
」
を
基
盤
と
し
た

農

畜

水
産
物
の
健
全
育
成
と
食
の
安
全

　

現
在
の
我
が
国
に
お
け
る
農
産
物
、
畜
産
物
、
水

産
物
の
生
産
は
、
農
薬
や
抗
生
物
質
に
大
き
く
依
存

し
て
い
ま
す
。
食
品
に
残
留
す
る
農
薬
な
ど
に
よ
る

健
康
へ
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
な
が
ら
、
持
続
的
な

食
糧
生
産
を
行
う
こ
と
が
次
世
代
の
農
畜
水
産
業
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
薬
だ
け
に
頼
ら
な
い
健
全
な

食
糧
生
産
を
行
う
た
め
に
は
、
知
的
・
技
術
的
な
基

盤
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
東
北
大
学
大
学

院
農
学
研
究
科
で
は
早
く
か
ら
こ
の
課
題
に
取
り
組

み
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
農
学
系
の

研
究
分
野
を
横
断
的
に
ま
と
め
て
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
、
こ
の
分
野
横
断
研
究
を
「
農
免
疫
」

と
名
付
け
て
、
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
２
０
２
３
年
２
月
10

日
か
ら
16
日
ま
で
、
台
北
医
学
大
学
の
大
学
院
生
を

招
へ
い
し
て
、
私
た
ち
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
の
津
波

に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
、
東
北
大
学
女
川

フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
て
、
こ
れ
ま
で
行

っ
て
き
た
震
災
復
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
オ

ン
サ
イ
ト
で
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
、
東
北
大
大
学
院
農
学

研
究
科
附
属
食
と
農
免
疫
国
際
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｆ
Ａ
Ｉ
）
の
白
川
仁
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
が
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
始
宣
言
を
行
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
仙
台
市
内
の
状
況
、
緊
急
時
の
連
絡
先

な
ど
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
東

北
大
や
農
学
研
究
科
の
沿
革
、
教
育
、
研
究
等
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
Ｃ
Ｆ
Ａ
Ｉ
の
概
要
と

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
特
に
海
外
の
大
学
・
研
究

機
関
と
の
共
同
研
究
に
よ
っ
て
進
め
て
い
る
「
農
免

疫
」
研
究
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
仙

台
市
内
に
分
散
し
て
い
る
東
北
大
学
の
各
キ
ャ
ン
パ

ス
（
青
葉
山
、
川
内
、
片
平
）
を
案
内
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
原
田
昌
彦
教
授
（
Ｃ
Ｆ
Ａ
Ｉ
副
セ
ン
タ
ー

長
）
か
ら
ゲ
ノ
ム
の
機
能
制
御
の
観
点
か
ら
の
食
の

安
全
性
、
機
能
性
に
関
す
る
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
東
北
大
学
青
葉
山
新
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
置

さ
れ
、
２
０
２
４
年
度
に
運
用
を
開
始
す
る
次
世
代

放
射
光
施
設
「
ナ
ノ
テ
ラ
ス
」
の
概
要
や
こ
の
施
設

利
用
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
生
命
科
学
研
究
の
大

き
な
進
展
の
可
能
性
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
建
設
中
の
ナ
ノ
テ
ラ
ス
を
訪
問
・
見
学
し

て
、
施
設
職
員
か
ら
、
ナ
ノ
テ
ラ
ス
の
各
設
備
に
つ

い
て
、
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
戸
田
雅
子
教
授
（
Ｃ
Ｆ
Ａ
Ｉ
副
セ
ン
タ

ー
長
）
か
ら
、
食
品
成
分
の
機
能
性
、
特
に
食
品
ア

レ
ル
ギ
ー
や
そ
の
他
の
免
疫
機
能
に
影
響
を
与
え
る

成
分
に
関
す
る
講
義
を
、
仲
川
清
隆
教
授
（
副
研
究

科
長
）
か
ら
は
、
食
品
に
含
ま
れ
る
油
脂
の
酸
化
と

こ
れ
を
高
感
度
で
精
密
に
分
析
す
る
最
新
技
術
と
研

究
室
で
進
め
て
い
る
研
究
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
野
地
智
法
教
授
（
Ｃ
Ｆ
Ａ
Ｉ
副

セ
ン
タ
ー
長
）
か
ら
、
消
化
管
の
粘
膜
免
疫
系
を
調

節
す
る
こ
と
に
よ
る
産
業
動
物
の
健
全
育
成
方
法
に

科
学
技
術

振
興
機
構	

『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激　
第
358
回

＝
特
別
連
載
＝

白川	仁
（東北大学
大学院農学研究科
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つ
い
て
、
自
ら
の
研
究
内
容
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
研
究
室
を
訪
問
し
て
、
最
新
の
機
器
を
用
い

て
行
わ
れ
て
い
る
実
験
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
宮
城
県
女
川
町
に
あ
る
農
学
研
究
科
附

属
複
合
生
態
フ
ィ
ー
ル
ド
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
女

川
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
）
を
訪
問
し
て
、
池
田
実

教
授
（
附
属
複
合
生
態
フ
ィ
ー
ル
ド
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）
か
ら
震
災
後
の
女
川
町
を
は

じ
め
と
す
る
周
辺
地
域
の
沿
岸
産
業
の
復
興
に
対
す

る
取
り
組
み
と
同
セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
解
説

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
川
町
ま
ち
な
か
交
流
館

を
訪
れ
、
震
災
前
、
震
災
時
と
そ
の
後
の
復
興
に
関

す
る
展
示
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
、
修
了
式
を
開
催
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
参

加
者
に
修
了
証
を
授
与
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
参
加
の
教
員
や
関
連
研
究
室
の
学
生
と
の
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、

両
校
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
あ
た
り
、
多

大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
さ
く
ら
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
関
係
者
の
皆
様
、
ま
た
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
東
北
大
学

大
学
院
農
学
研
究
科
の
教
員
、
職
員
、
学
生
の
皆
様

へ
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

■	

後
日
談
、
学
生
へ
の
教
育
効
果

　

２
０
２
３
年
２
月
に
実
施
し
た
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
日
台
両
校
の
学
生
に
少

な
か
ら
ず
影
響
が
出
て
い
る
に
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
台
北
医
学
大
学
（
Ｔ
Ｍ
Ｕ
）
の
学
生
に
つ
い

て
で
す
が
、
Ｔ
Ｍ
Ｕ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
学

生
を
学
内
公
募
に
よ
っ
て
選
抜
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
途
絶
え
て
い
た
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
交
流
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
を
学
内
に
周
知
し

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
受
入
れ
側
で
あ
る
東
北
大
学

が
海
外
か
ら
の
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
を
Ｔ
Ｍ
Ｕ
内
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
こ
と

と
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
今
夏
に
２
名
の
Ｔ
Ｍ

Ｕ
の
学
生
が
短
期
留
学
を
希
望
し
、
受
け
入
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
招
へ
い
中
に
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
中
に
は
、

ホ
ス
ト
側
大
学
の
学
生
と
の
交
流
会
を
催
す
機
会
が

あ
り
、
こ
の
交
流
を
通
じ
て
、
近
年
顕
著
で
あ
る
海

外
に
対
し
て
指
向
性
が
高
く
な
い
日
本
の
学
生
諸
氏

の
目
を
海
外
に
向
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

と
考
え
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
東
北
大

学
の
学
生
も
ま
た
、

Ｔ
Ｍ
Ｕ
へ
の
短
期

留
学
を
希
望
し
、

今
秋
、
複
数
名
の

大
学
院
生
が
渡
航

の
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
に
お
い

て
、
最
初
の
対
面

交
流
行
事
と
な
る

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
で
き
た
こ
と

は
両
校
の
交
流
に

も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
、
現
在
、

大
学
間
交
流
協
定

や
国
際
共
同
大
学

院
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

さ
ら
に
は
、
大
学

院
博
士
課
程
の
ダ

ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

の
策
定
を
進
め
て

お
り
、
今
後
、
両

校
に
よ
る
共
修
を

さ
ら
に
強
化
で
き

る
環
境
作
り
に
取

り
か
か
っ
て
い
ま

す
。

交流会での集合写真。台北医学大学大学院生と著者の白川氏（前列右から５人目）ら

女川町まちなか交流館で展示見学 白川教授による講義


